
 

 

 

 

 

 

 

 

充実した夏休みに 
校長  鈴木 訓文 

 

令和６年度の１学期が今日で終了となりました。明日から待ちに待った夏休みに入ります。今年度は、４４

日間という、少し長めの夏休みとなります。ぜひ、有意義な４４日間にしてほしいと思います。そのためにも、 

 

① 早寝早起きを心がけ、規則正しい生活をする。 

② 特に朝の時間を有効活用する。 

③ やるべきことに優先順位をつける。 

④「休憩は○時○分まで」や「ゲームは○分だけ」など、休憩や遊びの時間の終わりを決める。 

⑤ 夏休み全体のスケジュールを立てる。それに沿って毎朝、その日のスケジュールを確認する。 
 

等、様々な工夫をしてみましょう。どんな工夫をするか、その工夫をどのように続けていけるかは、自分の意

識次第です。がんばってください。 

 そして、健康で安全な夏休みにしてください。暑い日が続くと思いますので、特に外出する時や部活動に参

加するときなど、熱中症にならないようにしましょう。また、自転車でどこかに出かけるときなど、交通事故

に会わないように気を付けることも必要です。 

 ２学期始業式は９月２日です。その時にまた、生徒のみなさんの元気な笑顔に会えることを楽しみにしてい

ます。 

 

◎ ９月前半の主な予定 
９月 ２日（月）  始業式  避難訓練（引き取り訓練）  部活再登校（給食なし） 

９月 ３日（火）  給食 始  小学６年生授業・部活動見学会  学校公開 始（～9/7） 

９月 ４日（水）  道徳授業地区公開講座  部活再登校 

９月 ５日（木）  専門委員会  中間考査１週間前（部活動なし） 

９月 ６日（金）  中央委員会  PTA常任委員会 

９月 ７日（土）  土曜授業  学校説明会（令和７年度新入生保護者対象） 

９月 ９日（月）  生徒会朝礼   

９月１２日（木）  中間考査（英語・理科） 

９月１３日（金）  中間考査（国語・数学・社会） 

 
 

〇 学校閉庁日について 
江戸川区では、８月１３日（火）～１６日（金）の４日間、「学校における働き方改革プラン」に基

づく勤務環境の改善に向けた取組として、学校閉庁日を実施します。この期間中は学校は閉門し、原則

として教職員は出勤しません。学校閉庁日の期間で事件・事故等緊急連絡が必要な場合は、江戸川区役

所代表電話（03-3652-1151）へご連絡ください。 
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小岩四中だより 

 

教育目標 

明るく、心身ともに健やかで 

ひとりだちのできる心豊かな人間になろう 

自主 品位 明朗 友愛  



◎ 生徒の活躍 
～第５６回江戸川区立中学校夏季総合体育大会（6/1～6/30）～ 

〇 男子バスケットボール部  優勝 

〇 女子バスケットボール部  優勝 

〇 剣道部  女子団体の部 第３位 

〇 剣道部  男子個人の部 第３位 

〇 ソフトテニス部  男子個人の部 第５位 

〇 バドミントン部  女子シングルスの部 第５位 

〇 卓球部  男子シングルスの部 第９位 
 

◎ 生徒総会を実施しました 

今年度生徒会スローガン：『昇華一心 ～続ける思い、新たな自分へ～』 

６月２７日（木）、令和６年度の生徒総会が実施されました。生徒会役員、議長団、各専門委員長を中心とし

て、小岩第四中学校をより良い学校にするための話し合いが行われました。その中で、今年度のスローガンと

して、『昇華一心 ～続ける思い、新たな自分へ～』という言葉が承認されました。これは、故事成語の「上下

一心」という言葉をもとにして考えた造語です。「上下一心」には身分や地位を問わず心を一つにして団結する

という意味があり、それに「一段上の状態に進化する」という意味の「昇華」を加えたものです。このスロー

ガン通り、みんなで心を一つにして、さらにパワーアップした小岩四中をつくり上げていってほしいと思いま

す。 

また、今年度も、生徒総会の中で「いじめ撲滅宣言」が出されました。これは、各クラスでいじめをなくす

ためにアンケートを取ったり、いじめについて考えてクラス目標をつくったりしながら、生徒自身の力で小岩

四中からいじめをなくしていこうとする取組です。この宣言をしっかりと心に刻み、全校で「いじめ撲滅」に

取り組んでいきましょう。 

 

いじめ撲滅宣言 

私たちは学校生活を楽しむ権利があります。その権利を無視して、相手を傷つけるような言動をする

ことをいじめといいます。いじめはいじめられる人、それを見ている人、そしていじめをしている人自

身をも傷つけます。人を傷つける権利は誰にもありません。いじめのない学校をつくるためにも、私た

ちは優しさと思いやりの心をもつべきです。 

私たちは絶対にいじめをしません。 

・私たちはいじめを見たらすぐに止めるように言います。 

・私たちはいじめのない学校をつくります。 

・私たちはいじめを絶対に許しません。 

以上をここに宣言します。 

令和６年度 小岩第四中学校生徒会 一同 

 

 


